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今
か
ら
一
七
〇
年
前
の
嘉
永
六
年

六
月(

一
八
五
三
年
七
月
）
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官

マ
シ
ュ
ー
・
C
・
ペ
リ
ー
率
い
る
四
隻
の

軍
艦
が
開
国
を
求
め
江
戸
湾
に
現
れ

た
。
ペ
リ
ー
は
、
日
本
に
つ
い
て
可
能
な

限
り
調
べ
上
げ
、
過
去
日
本
に
行
っ
た

こ
と
の
あ
る
者
の
体
験
な
ど
も
収
集
・

精
査
し
た
。
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
知
識

を
も
と
に
、
日
本
に
対
し
て
断
固
と
し

た
対
応
を
と
る
こ
と
を
方
針
と
し
、
旗

艦
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
以
外
で
は
一
切
応
対

せ
ず
、
ま
た
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
に
あ
っ
て
も

認
め
ら
れ
る
者
以
外
は
応
対
も
せ
ず

乗
船
も
さ
せ
な
い
と
決
め
て
い
た
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

江
戸
湾
に
現
れ
た
異
国
船
と
応
接

す
る
役
を
担
っ
て
い
た
浦
賀
奉
行
所
の

与
力
た
ち
は
、
ま
ず
こ
の
四
隻
の
う
ち

ど
の
船
に
乗
り
付
け
る
べ
き
か
を
判
断

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
船
に
掲
げ
ら
れ

た
旗
か
ら
こ
の
判
断
を
迷
い
無
く
遂

げ
さ
せ
、
「 I can speak D

utch!

」と

言
っ
て
日
米
の
条
約
締
結
に
至
る
ま
で

の
歴
史
的
な
出
来
事
の
第
一
歩
と
な

る
場
面
を
飾
っ
た
人
物
こ
そ
は
オ
ラ
ン

ダ
通
詞
堀
達
之
助
で
あ
る
。 

ペ
リ
ー
来
航
時
に
浦
賀
奉
行
で
あ
っ

た
戸
田
伊
豆
守
氏
栄

う
じ
よ
し

は
、
こ
の
ペ
リ
ー

の
第
一
回
来
航
の
後
で
「 

香
山
栄
左

衛
門
（浦
賀
奉
行
所
与
力
）と
堀
達
之

助
の
舌
先
三
寸
で
数
万
の
人
命
に
も

拘
わ
る
こ
と
が
平
穏
に
済
ん
だ
」
と
二

人
の
働
き
を
称
賛
し
た
。 

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
と
は
、
も
と
も
と
は

長
崎
に
あ
っ
て
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館

員
た
ち
と
の
貿
易
実
務
を
担
う
者
た

ち
で
あ
っ
た
が
、
浦
賀
に
派
遣
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
ペ
リ
ー
来
航
よ
り
一

〇
年
前
の
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三

年
）
か
ら
で
、
異
国
船
に
対
し
て
薪
や

水
と
い
っ
た
必
要
物
資
を
給
与
し
て
退

去
さ
せ
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
薪
水
給

与
令
が
発
令
さ
れ
た
翌
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
三
年
交
代
で
派
遣
さ

れ
、
浦
賀
奉
行
所
に
設
け
ら
れ
た
通

詞
部
屋
に
常
駐
し
て
い
た
。 

通
詞
が
浦
賀
に
常
駐
し
て
い
る
三

年
間
の
う
ち
、
普
段
は
何
を
し
て
い
た

の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
堀
達
之

助
は
幕
府
の
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

砲
術
に
関
す
る
書
を
奉
行
の
命
で
翻

訳
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
浦
賀

奉
行
所
与
力
の
一
人
で
あ
っ
た
合
原

猪
三
郎
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
話
せ
た
と
い

う
記
録
が
あ
り
、
あ
る
い
は
浦
賀
奉
行

所
の
役
人
た
ち
に
言
語
に
つ
い
て
教
授

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

異
国
船
が
来
航
し
た
時
は
、
そ
の
現
場

で
応
接
に
あ
た
っ
て
の
通
訳
や
異
国
船

か
ら
渡
さ
れ
た
書
翰

し
ょ
か
ん

を
翻
訳
す
る
な

ど
重
要
な
役
を
担
っ
て
い
た
。
当
時
三

浦
半
島
と
房
総
半
島
に
は
異
国
船
か

ら
江
戸
を
守
る
た
め
に
大
砲
を
備
え

た
台
場
が
い
く
つ
か
築
か
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
の
大
砲
が
来
航
し
た
異
国
船

に
向
け
て
火
を
噴
い
た
こ
と
は
天
保
八

年
（
一
八
三
七
年
）
の
モ
リ
ソ
ン
号
来

航
時
の
一
例
を
除
い
て
は
な
か
っ
た
。

江
戸
を
守
る
べ
く
機
能
し
て
い
た
の
は

結
果
と
し
て
は
大
砲
で
は
な
く
浦
賀

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
達

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

彼
ら
は
当
時
ほ
ぼ
唯
一
、
オ
ラ
ン
ダ

と
い
う
窓
口
を
通
じ
て
幕
府
公
認
で

西
洋
文
化
・
慣
習
に
直
接
的
に
触
れ

た
者
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
、
折
に
触
れ

て
そ
の
知
識
を
生
か
し
て
応
接
を
円

滑
に
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
前

述
の
通
り
ペ
リ
ー
来
航
時
に
は
艦
隊
に

お
け
る
旗
艦
を
意
味
す
る
旗
も
知
っ

て
い
た
し
、
旗
と
言
え
ば
浦
賀
奉
行
所

の
役
人
に
検
使
を
意
味
す
る
白
旗
の

使
い
方
を
伝
え
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
年
）

に
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
マ
リ
ナ
ー
号
が
来

航
し
た
時
に
は
、
マ
リ
ナ
ー
号
の
将
官

と
話
を
し
よ
う
と
し
た
浦
賀
奉
行
所

与
力
田
中
信
吾
が
「 

今
は
将
官
は
休

息
の
た
め
席
を
外
し
て
い
る
の
で
し
ば

ら
く
待
っ
て
ほ
し
い
」と
マ
リ
ナ
ー
号
側

の
対
応
者
ア
ト
ウ
か
ら
言
わ
れ
た
時
、

加
福
喜
十
郎
と
い
う
通
詞
が
「 

西
洋

に
は
風
習
と
し
て
休
息
を
す
る
時
間

が
あ
り
、
そ
の
時
に
強
い
て
起
こ
し
話

を
進
め
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
」
と
助

言
し
、
応
接
を
円
滑
に
す
す
め
る
一

助
と
な
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。 

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
は
そ
の
能
力
だ

け
で
な
く
、
西
洋
の
文
化
・
風
習
に
関

す
る
知
識
を
活
か
し
異
国
船
と
の
応

接
を
平
穏
に
済
ま
せ
る
大
き
な
助
け

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
山
本 

慧
）

会見風景（ブキャナン・中島三郎助・堀達之助か） 

横須賀人物往来 堀達之助より 

★
参
考
資
料 

 

・
『
通
航
一
覧
續
輯
』 

第
四
巻
・
第
五
巻 

・『
ペ
リ
ー
艦
隊
日
本
遠
征
記 

上
』（
万
来
社
） 

・
堀
孝
彦
『
英
学
と
堀
達
之
助
』(

雄
松
堂
出
版) 

・
河
元
由
美
子
「
開
港
地
に
於
け
る
黒
船
艦
隊 

｜
役
人
と
の
私
的
交
流
及
び
日
本
庶
民
の
黒
船
観
察
記
」 

 
 

 
 

（
『
洋
学
史
研
究
』
第

23
号
所
収
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

浦
賀
奉
行
所
の
通
詞
た
ち 

   

※
今
号
よ
り
、
一
面
を
郷
土
史
家
・
山
本
慧
さ
ん
、

二
面
を
元
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
財
担

当
・
中
三
川
昇
さ
ん
に
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 



 

 http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2752/uragabunka/ 

  浦賀文化のバックナンバーはこちらから→ 

 

 浦賀文化 

 分館よりお知らせ 

浦
賀
奉
行
所
跡
は
、
享
保
五
年(

一
七
二
〇

年) 

一
二
月
に
開
設
さ
れ
、
慶
応
四
年
（
一
八

六
八
年
）
閏
四
月
に
廃
止
さ
れ
た
江
戸
幕
府

浦
賀
奉
行
の
役
所
が
置
か
れ
た
場
所
で
、
横
須

賀
市
西
浦
賀
五
丁
目
に
所
在
し
て
い
ま
す
。 

令
和
二
年(

二
〇
二
〇
年)

一
二
月
に
開
設

三
〇
〇
年
を
迎
え
た
浦
賀
奉
行
所
、
様
々
な

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
念

な
こ
と
に
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
た
め

大
半
の
企
画
が
取
り
や
め
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
は
「 

浦
賀
奉
行

所
及
び
同
心
町
跡
」
と
い
う
名
の
遺
跡(

埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地)

で
、
横
須
賀
市
市
民
文
化
遺
産

「 

浦
賀
奉
行
所
跡
」で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
大
切
な
文
化
資
産
と
し
て
末
長
く
保
存
・
活

用
さ
れ
て
行
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

                  

浦
賀
奉
行
所
の
重
要
な
役
割
は
、
江
戸(

東

京)

湾
内
を
出
入
り
す
る
船
の
積
荷
や
乗
組
員

な
ど
を
管
理
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「 

海
の
関
所
」
で

し
た
が
、
幕
末
期
に
は
来
航
す
る
異
国
船
の
警

護
や
応
対
の
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
。
嘉
永
六

年(

一
八
五
三
年)

の
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
時
に
果

た
し
た
浦
賀
奉
行
所
の
重
要
な
役
割
は
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
「 

浦
賀
奉
行
所
跡
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
場
所
は
浦
賀
奉
行
所
の
中
心
部
分
の

こ
と
で
、
江
戸
時
代
に
は
一
般
的
に
「 

御
役
所
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
船
改
め
を

行
っ
た
「 
船
番
所
」
や
、
江
戸
時
代
以
来
の
古
い

町
割
り
が
今
も
残
る
「 

与
力
・
同
心
の
屋
敷
地
」、

そ
の
他
の
附
属
施
設
な
ど
が
あ
り
、
三
崎
や
伊

豆
の
下
田
に
も
浦
賀
奉
行
所
の
附
属
施
設
が
あ

り
ま
し
た
。 

浦
賀
奉
行
所
の
役
所
の
敷
地
は
、
大
き
く
三

段
階
に
拡
張
・
再
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
敷

地
面
積
は
享
保
五
年
の
開
設
当
初
は
五
百
数

十
坪
〔 

第
Ⅰ
期
〕
、
異
国
船
対
応
の
た
め
奉
行

以
下
与
力
・
同
心
な
ど
の
人
員
増
強
を
受
け
た

文
政
四
年(

一
八
二
一
年)

に
一
五
〇
〇
坪
前

後
〔 

第
Ⅱ
期
〕
。
さ
ら
に
ペ
リ
ー
提
督
来
航
後

の
安
政
二
年(

一
八
五
五
年)

に
は
約
一
九
五
三

坪
に
拡
張
さ
れ
、
ほ
ぼ
現
在
の
規
模(

実
測
面
積

約
六
七
〇
六
㎡)

に
な
っ
て
い
ま
す
〔 

第
Ⅲ
期
〕
。

こ
の
間
、
幾
度
も
火
災
や
風
水
害
に
遭
い
、
そ
の

都
度
補
修
や
増
改
築
、
さ
ら
に
は
総
建
て
替
え

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
の
建
物
は
瓦
葺

き
で
は
な
く
、
総
瓦
葺
に
な
る
の
は
文
化
元
年

(

一
八
〇
四
年)

に
行
わ
れ
た
総
建
て
替
え
以
降

の
よ
う
で
す
。
浦
賀
奉
行
所
の
廃
止
か
ら
約
一

五
〇
年
、
平
成
三
〇
年(

二
〇
一
八
年)

五
月
、

そ
の
地
に
初
め
て
発
掘
調
査
の
鍬
が
入
り
ま
し

た
。
調
査
の
主
な
目
的
は
、
浦
賀
奉
行
所
の
遺

構
や
遺
物
な
ど
の
残
り
具
合
の
確
認
で
、
平
成

三
〇
年
度
に
第
一
次
調
査
（
面
積
九
八
㎡
）
を
、

翌
年
度
に
第
二
次
調
査
（
面
積
三
八
三
㎡
）
を

行
い
ま
し
た
。 

           

発
掘
さ
れ
た
主
な
遺
構
は
、
第
Ⅱ
期
の
炊
出

し
所
カ
マ
ド
跡
・
白
洲
の
砂
礫
敷
き
と
建
物
礎
石
、

第
Ⅲ
期
の
西
側
堀
跡
と
柱
穴
列
・
建
物
礎
石
・

石
敷
き
遺
構
な
ど
で
す
。
出
土
遺
物
で
は
、
大

量
の
瓦
と
共
に
陶
磁
器
類
や
寛
永
通
宝
、
鉄
釘

他
が
出
土
し
ま
し
た
。
出
土
さ
れ
た
瓦
の
大
半

は
丸
瓦
と
平
瓦
が
一
体
化
し
た
桟(

さ
ん)

瓦
で
、

そ
の
大
半
は
江
戸
式
瓦
と
東
海
式
瓦
で
し
た
。

江
戸
式
瓦
は
江
戸
と
そ
の
周
辺
産
、
東
海
式
瓦

に
は
「 

三
州 

喜
三
郎
」
・
「 

横
濱 

仁
左
衛

門
」
・
「 

三
州
瓦
師
仁
左
衛
門
」
な
ど
の
刻
印
が

み
ら
れ
、
後
に
三
州
瓦
の
名
で
知
ら
れ
る
愛
知

県
半
田
市
や
そ
の
近
辺
で
生
産
さ
れ
た
瓦
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
戦
前
こ
の
場
所
に
浦

賀
ド
ッ
ク
の
工
員
宿
舎
が
建
っ
て
い
た
頃
の
「 

統

制
陶
器
」
と
呼
ば
れ
る
食
器
類
も
大
量
に
出
土

し
ま
し
た
。 

次
号
か
ら
は
、
現
在
は
更
地
で
あ
る
浦
賀
奉

行
所
跡
の
地
下
に
今
も
眠
っ
て
い
る
遺
構
や
遺

物
な
ど
に
つ
い
て
順
次
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
中
三
川 

昇
） 

    

    
浦
賀
奉
行
所
跡
の
発
掘
調
査
（
そ
の
一
） 

 平
成
三
〇
年
か
ら
令
和
元
年
に
行
わ
れ
た
、
浦
賀
奉
行
所
跡
発
掘
調
査

の
概
要
に
つ
い
て
、
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

Dock Café ①   

 

 

     
 

★
参
考
資
料 

・
「
浦
賀
奉
行
所
〔
役
所
〕
跡
の
試
掘
・
確
認
調
査
」 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

・
『
浦
賀
奉
行
所
開
設
３
０
１
年 

浦
賀
奉
行
所
跡
』 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

浦賀文化リニューアルに伴い、「俳句の

散歩道」は終了いたしました。 

今後は、たくさんの方の作品をご覧いた

だけるように、当館に掲示の俳句コーナー

に、応募いただいた作品を順にすべて掲示

することにいたしました。 

みなさまの投句をお待ちしております！ 

 

当館備え付の投句

箱に投函するか、 

メ ー ル で も 応 募 

い た だ け ま す 。 
uragabunka 

@yahoo.co.jp 

 

明
治
30
年
に
創
設
し
た
株
式
会
社

浦
賀
船
渠(

せ
ん
き
ょ)

は
、
浦
賀
造
船

所
、
浦
賀
重
工
、
住
友
重
機
械
工
業
浦

賀
工
場
と
社
名
を
変
え
て
平
成
１５
年

に
１
０
５
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
。 

浦
賀
ド
ッ
ク
と
い
う
通
称
は
創
業
時

の
社
名 

“
船
渠
”
＝do

ck

に
由
来
し
、

創
立
し
た
時
の
会
社
名
が
今
も
通
称
に

な
っ
て
い
る
。 

ド
ッ
ク
と
は
、
海
岸
な
ど
に
人
工
的
に

構
築
さ
れ
た
船
を
建
造
・
修
理
す
る
た

め
の
施
設
で
、
湿
ド
ッ
ク
と
乾
ド
ッ
ク
が

あ
る
。 

乾
ド
ッ
ク
が
横
須
賀
製
鉄
所
内
で
最

初
に
造
ら
れ
て
以
来
、
日
本
で
は
乾
ド
ッ

ク
の
こ
と
を
ド
ッ
ク
と
い
う
こ
と
が
多
い
。

ま
た
浦
賀
に
は
、
煉
瓦
造
り
の
ド
ッ
ク
が

も
う
一
つ
あ
る
。
渋
沢
栄
一
率
い
る
東

京
石
川
島
造
船
所
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た

「
川
間
ド
ッ
ク
」で
あ
る
。 

明
治
期
に
日
本
各
地
で
造
ら
れ
た
乾

ド
ッ
ク
は
横
須
賀
に
あ
る
７
カ
所
含
め

８０
ヶ
所
で
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
石
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
造
ら
れ
て
い
る
。
煉
瓦
造
り

の
ド
ッ
ク
は
世
界
に
４
カ
所
し
か
現
存
し

な
い
。
そ
の
う
ち
の
２
つ
が
浦
賀
に
残
っ
て

い
る
と
い
う
の
は
奇
跡
に
近
い
の
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
江
） 

 


